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平成27年９月期 第3四半期 決算概要 
 

損益の状況 

 タックス・リース・アレンジメント事業について、案件組成のサポートを行う関係会社との連携推進等により、リース

事業組成金額が2,050億円となったこと、また将来の法人税率の引き下げ等を背景に、投資家からの出資金に対する需要

が強く推移しており、リース事業の案件組成能力の拡大や販売力の向上とあいまって、出資金販売額が697億円となっ

たこと等から、同事業の売上高が前年同期に比べ、大幅に増加いたしました。 

 その結果、その他事業を含めた売上高・利益ともに、前年同期に比べ、大幅に増加いたしました。 

 第３四半期連結累計期間の実績は、連結会計年度の予想と比べ、その進捗率が高くなっておりますが、これは主に、タッ

クス・リース・アレンジメント事業において、組成したリース事業案件の出資金を、投資家からの強い需要に応じて、前

倒しで販売しているためであり、通期の業績は、現時点では、概ね、計画通りになると想定しております。 

（単位：百万円） 
 

 

  
  
  

平成26年９月期 

第３四半期 

平成27年９月期 

第３四半期 
 増減額 

 平成27年９月期 

連結会計年度 

(予想） 

   売上高   4,797  12,146  ＋   7,349  14,281 
 （タックス・リース・ 

アレンジメント事業）  4,326 11,481 ＋   7,155  13,027 
 （その他）  471 665 ＋     194  1,254 
 売上原価  668 1,579 ＋     910   
 販売費一般管理費  1,392 1,988 ＋     596   

 （人件費）  652 966 ＋     313   

 （地代家賃）  245 237 ▲       8   

  営業利益   2,736  8,578  ＋   5,842  9,493 

  経常利益   2,498  8,660  ＋   6,162  9,490 

  四半期（当期）純利益   1,519  5,525  ＋   4,005  5,925 

 一株当たり四半期（当期）純利益  19円27銭 58円85銭 ＋39円58銭  63円06銭 

   リース事業組成金額    88,026  205,094 ＋ 117,068  285,000 

   出資金販売額   29,994  69,792  ＋  39,797  77,240 
        

                                     

財政状態の状況 

（単位：百万円） 

  平成26年 
９月末 

平成27年 
6月末 増減額 

 

 資産合計 44,016 55,080 ＋ 11,063 資産合計 

出資金の販売を進めた一方で、案件組成

を積極的に行ったことから、商品出資金が

309 億円となりました。 

不動産小口運用商品の販売が進んだこと

から、組成用不動産が、23 億円となりま

した。 

証券事業において提供する通貨関連店頭

デリバティブ商品に関連して、差入保証

金、デリバティブ債権が増加したこと等か

ら、流動資産に含まれるその他の資産の合

計が、122 億円となりました。 

負債合計 

流動負債の借入金・社債が、184 億円と

なりました。 

証券事業において提供する通貨関連店頭

デリバティブ商品に関連して、受入保証

金、デリバティブ債務が増加したこと等か

ら、流動負債に含まれるその他の負債の合

計が、130 億円となりました。 

純資産合計 

四半期純利益の計上等により、純資産が

153 億円となりました。 

 流動資産 42,278 52,088 ＋  9,809 

 （現金及び預金）  4,092 6,632 ＋  2,540 

 （商品出資金） 28,542 30,902 ＋  2,360 

 （組成用不動産）  3,403 2,305 ▲  1,097 

 （その他）  6,240 12,247 ＋  6,006 

 固定資産 1,737 2,919 ＋  1,182 

 繰延資産 － 71 ＋     71 

 負債合計  33,466 39,735 ＋  6,268 

 流動負債  31,968 36,623 ＋  4,654 

 （借入金・社債）  21,580 18,415 ▲  3,165 

 （前受金） 4,404 5,139 ＋    734 

 （その他） 5,983 13,068 ＋  7,085 

 固定負債 1,497 3,112 ＋  1,614 

 純資産合計 10,549 15,344 ＋  4,794 

コミットメントライン等 
の資金調達枠 

45,000 60,300    ＋ 15,300 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

（１）経営成績に関する説明 

                                                  (単位：百万円） 

 
 
 
 

平成25年９月期 
第３四半期 

 
平成26年９月期 

第３四半期 
平成27年９月期 

第３四半期 
 

増減額 
 

増減率 

 売上高   2,847   4,797 12,146 ＋ 7,349 ＋153.2％ 

 売上原価   446   668 1,579 ＋   910 ＋136.2％ 

 販売費及び一般管理費   924   1,392 1,988 ＋   596 ＋ 42.8％ 

  営業利益   1,477   2,736 8,578 ＋ 5,842 ＋213.5％ 

 営業外収益   43   222 615 ＋   393 ＋176.5％ 

 営業外費用   163   460 533 ＋    72 ＋ 15.8％ 

  経常利益   1,356   2,498 8,660 ＋ 6,162 ＋246.7％ 

  四半期純利益   817   1,519 5,525 ＋ 4,005 ＋263.5％ 

 

 リース事業組成金額    46,689   88,026 205,094 ＋117,068 ＋133.0％ 

 出資金販売額    18,348   29,994 69,792 ＋39,797 ＋132.7％ 

（注）本書における用語の説明 

リース事業組成金額 組成したオペレーティング・リース事業案件のリース物件の取得価額の合計額 

出資金販売額 
出資金（オペレーティング・リース事業の匿名組合出資持分）について、リース開始日までに投資家へ私募

により販売した額及びリース開始日時点で当社が一旦立替取得し、（連結）貸借対照表の「商品出資金」に

計上したものについて、投資家へ譲渡により販売した額の合計額 

 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、中国・欧州等の景気減速懸念があるものの、

米国経済が比較的好調に推移する等、総じて、緩やかな回復を続けております。日本経済につい

ても、海外経済の減速懸念があるものの、企業収益や雇用情勢の改善等がみられ、緩やかな回復

基調で推移いたしました。 

 このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画に従い、各種施策の実施に努めまし

た。平成26年10月には、取扱商品の拡大を図るため、信託業法に基づく、運用型信託会社の免許

を有している、株式会社ＦＰＧ信託（平成26年12月８日付でベルニナ信託株式会社より商号変更

いたしました。）を株式取得により、子会社とし、信託事業へ進出いたしました。また、平成27

年５月には、タックス・リース・アレンジメント事業のさらなる強化を図るため、持分法適用関

連会社であるAMENTUM CAPITAL LIMITEDの株式を追加取得し、連結子会社といたしました。さら

に、資金調達手段の多様化・安定化を図るために、信用格付業者である株式会社日本格付研究所

より、新規に格付けを取得するとともに、コマーシャル・ペーパーによる資金調達を開始した

他、機動的な資金調達が可能となる、コミットメントライン契約及び当座貸越契約等の総額を、

前連結会計年度末の450億円から当第３四半期連結会計期間末で603億円に増加させる等、資金調

達力を向上させました。 
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売上高 

                            (単位：百万円） 

 
 
 
 

平成26年９月期 
第３四半期 

平成27年９月期 
第３四半期 

増減額 

 売上高   4,797 12,146 ＋ 7,349 

  タックス・リース・ 
 アレンジメント事業   4,326 11,481 ＋ 7,155 

  その他   471 665 ＋   194 

 売上高は、12,146百万円（前年同期比153.2％増）となりました。 

（タックス・リース・アレンジメント事業） 

 タックス・リース・アレンジメント事業の売上高は、11,481百万円（前年同期比165.4％

増）となりました。リース事業組成金額及び出資金販売額の状況は以下のとおりであります。 

 ・リース事業組成金額は、205,094百万円（前年同期比133.0％増）となりました。これは主

に、案件組成のサポートを行う関係会社（FPG ASSET & INVESTMENT MANAGEMENT B.V．及び

その100％子会社であるFPG ASSET & INVESTMENT MANAGEMENT ASIA PTE.LTD.並びに

AMENTUM CAPITAL LIMITED）との連携を推進し、好調な出資金販売環境や、資金調達力の向

上を背景に、積極的な案件組成を行ったことによるものであります。 

 ・出資金販売額は、69,792百万円（前年同期比132.7％増）となりました。これは主に、企

業収益の改善、将来の法人税率の引き下げを背景に、業績好調な投資家からの出資金に対

する需要が、強く推移しており、リース事業の案件組成能力の拡大や販売力の向上とあい

まって、出資金の販売が増加したことによるものであります。 

（その他事業） 

 タックス・リース・アレンジメント事業以外のその他事業の売上高は、665百万円（前年同

期比41.2％増）となりました。このうち、証券事業の売上高は、191百万円（前年同期比

31.7％増）、保険仲立人事業の売上高は、232百万円（前年同期比23.8％増）、不動産関連事

業の売上高は、102百万円（前年同期比11.0％減）、Ｍ＆Ａアドバイザリー事業の売上高は、

41百万円（前年同期比470.6％増）、前連結会計年度の第３四半期連結会計期間より開始した

投資顧問事業の売上高は、51百万円（前年同期比323.8％増）、第１四半期連結累計期間より

開始した信託事業の売上高は、24百万円となりました。 

 

売上原価 

 売上原価は、1,579百万円（前年同期比136.2％増）となりました。 

 これは、主に、売上高拡大に伴い、顧客紹介に係る手数料が増加したことによるものでありま

す。 
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販売費及び一般管理費 

                                                   (単位：百万円） 

 
 
 
 

平成26年９月期 
第３四半期 

平成27年９月期 
第３四半期 

増減額 

 販売費及び一般管理費   1,392 1,988 ＋  596 

  人件費   652 966 ＋  313 

   地代家賃   245 237 ▲    8 

   その他   493 784 ＋  291 

 販売費及び一般管理費は、1,988百万円（前年同期比42.8％増）となりました。 

 ・人件費は、積極的な人材採用を進めたこと、また、株式会社ＦＰＧ投資顧問及び株式会社Ｆ

ＰＧ信託が新たに連結子会社となったこと等により、966百万円（前年同期比48.0％増）とな

りました。 

 ・地代家賃は、前連結会計年度の第１四半期に実施した本社移転に際しての、新旧本社の重複

家賃の負担がなくなったこともあり、237百万円（前年同期比3.4％減）となりました。 

 ・その他の費用については、連結子会社の増加を含めた、業容拡大に伴い、784百万円（前年

同期比59.0％増）となりました。 

(注）人件費には、給料手当、賞与（引当金繰入額含む）、法定福利費、福利厚生費等の他、人材採用費を含めております。 

営業利益 

 上記の結果、営業利益は、8,578百万円（前年同期比213.5％増）となりました。 

営業外収益／営業外費用 

                                                     (単位：百万円） 

 
 
 
 

平成26年９月期 
第３四半期 

平成27年９月期 
第３四半期 

増減額 

 営業外収益   222 615 ＋  393 

   受取利息   158 286 ＋  127 

   持分法投資利益   7 210 ＋  203 

   その他   56 118 ＋   61 

 営業外費用   460 533 ＋   72 

   支払利息   170 213 ＋   43 

   支払手数料   238 295 ＋   56 

   その他   51 24 ▲   26 

 営業外収益は、615百万円（前年同期比176.5％増）となりました。これは主に、出資金販売額

の増加に伴い、投資家から収受している商品出資金の立替利息が増加した結果、受取利息が、286

百万円（前年同期比80.6％増）となったこと、関連会社に関する持分法による投資利益が、210百

万円（前年同期は、7百万円）となったこと、組成用不動産の不動産賃貸料が105百万円（前年同

期比91.0％増）となったことによるものであります。 

 営業外費用は、533百万円（前年同期比15.8％増）となりました。これは主に、支払利息が213

百万円（前年同期比25.4％増）となったこと、支払手数料について、資金調達枠の拡大を伴うコ
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ミットメントライン契約の締結により、その契約締結時に発生する費用が増加したことから、295

百万円（前年同期比23.5％増）となったことによるものであります。 

 

経常利益／四半期純利益 

 上記の結果、経常利益は、8,660百万円（前年同期比246.7％増）、法人税等を控除した四半期

純利益は、5,525百万円（前年同期比263.5％増）となりました。 

 

セグメント別業績 

 セグメント別業績の概況は以下のとおりであります。 

                                     （単位：百万円）

 
セグメント

平成26年９月期 
第3四半期 

平成27年９月期 
第3四半期 

売上高
セグメント利益
またはセグメン
ト損失（△）

売上高
セグメント利益
またはセグメン
ト損失（△）

ＦＰＧ 4,639 2,476 11,879 8,915 

ＦＰＧ証券 145 31  191 △   8 

その他 12 △  10  75 △ 245 

合計 4,797 2,498 12,146 8,660 

（注）１．売上高は、セグメント間の内部売上高または振替高を消去しております。

   ２．セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

（ＦＰＧセグメント） 

 当社におけるタックス・リース・アレンジメント事業が好調に推移したことにより、売上高

は、11,879百万円（前年同期比156.1％増）、セグメント利益は、8,915百万円（前年同期比

259.9％増）となりました。 

（ＦＰＧ証券セグメント） 

 株式会社ＦＰＧ証券における通貨関連店頭デリバティブ商品の売上高が拡大した一方で、将

来の業容拡大に備えた費用負担が増加したこと等により、売上高は、191百万円（前年同期比

31.7％増）、セグメント損失は、8百万円（前年同期は、31百万円のセグメント利益）となり

ました。 

（その他） 

 前連結会計年度の第３四半期より、株式会社ＦＰＧ投資顧問を、また、当連結会計年度の第

１四半期より、株式会社ＦＰＧ信託を、本セグメントに含めておりますが、当社グループ化後

の売上高の拡大を可能とするための体制整備に努めていることもあり、売上高は、75百万円

（前年同期比521.7％増）、セグメント損失は、245百万円（前年同期は、10百万円）となりま

した。 
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（２）財政状態に関する説明 

                               (単位：百万円） 

 
 平成26年 
９月末 

平成27年 
６月末 

増減額 

 資産合計 44,016 55,080 ＋ 11,063 

 流動資産 42,278 52,088 ＋  9,809 

 （現金及び預金）  4,092 6,632 ＋  2,540 

 （商品出資金） 28,542 30,902 ＋  2,360 

 （組成用不動産）  3,403 2,305 ▲  1,097 

 （その他）  6,240 12,247 ＋  6,006 

 固定資産 1,737 2,919 ＋  1,182 

 繰延資産 － 71 ＋     71 

 負債合計  33,466 39,735 ＋  6,268 

 流動負債  31,968 36,623 ＋  4,654 

 （借入金・社債）  21,580 18,415 ▲  3,165 

 （前受金） 4,404 5,139 ＋    734 

 （その他） 5,983 13,068 ＋  7,085 

 固定負債 1,497 3,112 ＋  1,614 

 純資産合計 10,549 15,344 ＋  4,794 

（注）流動負債の（借入金・社債）には、コマーシャル・ペーパーを含めております。 

資産の状況 

資産合計は、55,080百万円(前年度末比11,063百万円の増加）となりました。その概要は以下の

とおりであります。 

（流動資産） 

 流動資産は、52,088百万円（前年度末比9,809百万円の増加）となりました。 

 ・現金及び預金は、6,632百万円(前年度末比2,540百万円の増加）となりました。 

 ・商品出資金は、30,902百万円(前年度末比2,360百万円の増加）となりました。これは主に

出資金の販売を進めた一方で、オペレーティング・リース事業の案件組成を積極的に行っ

たことによるものであります。 

 ・組成用不動産は、2,305百万円(前年度末比1,097百万円の減少）となりました。これは不

動産小口運用商品の販売が進んだことによるものであります。 

 ・上記以外の流動資産につきまして、12,247百万円(前年度末比6,006百万円の増加）となり

ました。これは主に、証券事業において提供する通貨関連店頭デリバティブ商品に関連し

て、為替変動等によるデリバティブ取引の時価変動があったこと等から、カバー取引先で

ある金融機関に対する差入保証金が5,659百万円（前年度末比2,899百万円の増加）、その

他の流動資産に含まれるデリバティブ債権が3,544百万円（前年度末比1,961百万円の増

加）となったことによるものであります。 

 （注）通貨関連店頭デリバティブ商品の提供に際しては、当社グループが、デリバティブ取引の市場リスクを負担することを回避

するために、顧客とのデリバティブ取引契約を締結する際に、カバー取引として、金融機関とデリバティブ取引契約を締結

しております。その結果、資産側にデリバティブ債権とカバー取引先への差入保証金を計上するとともに、負債側に、デリ

バティブ債務と顧客からの受入保証金を計上しております。 
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（固定資産） 

 固定資産は、2,919百万円（前年度末比1,182百万円の増加）となりました。 

 ・有形固定資産は、347百万円(前年度末比45百万円の増加）となりました。 

 ・無形固定資産は、1,678百万円(前年度末比1,412百万円の増加）となりました。これは主

に、株式会社ＦＰＧ信託に係るのれん663百万円、AMENTUM CAPITAL LIMITEDに係るのれん

801百万円を計上したことによるものであります。 

 ・投資その他の資産は、893百万円(前年度末比276百万円の減少）となりました。 

負債の状況 

 負債合計は、39,735百万円（前年度末比6,268百万円の増加）となりました。その概要は以下

のとおりであります。 

（流動負債） 

 流動負債は、36,623百万円（前年度末比4,654百万円の増加）となりました。 

 ・借入金・社債（コマーシャル・ペーパーを含む。）は、18,415百万円（前年度末比3,165

百万円の減少）となりました。これは主に商品出資金・組成用不動産の取得原資として調

達した借入金の返済が進んだためであります。 

 ・第４四半期以降に販売予定の商品出資金に係る手数料の前受金は、5,139百万円(前年度末

比734百万円の増加）となりました。 

 ・上記以外の流動負債につきまして、13,068百万円(前年度末比7,085百万円の増加）となり

ました。これは主に、証券事業において提供する通貨関連店頭デリバティブ商品に関連し

て、為替変動等によるデリバティブ取引の時価変動があったこと等から、顧客から収受す

る受入保証金が5,232百万円（前年度末比3,302百万円の増加）、その他の流動負債に含ま

れるデリバティブ債務が3,550百万円（前年度末比1,966百万円の増加）となったことによ

るものであります。 

（固定負債） 

 固定負債は、3,112百万円（前年度末比1,614百万円の増加）となりました。これは主に、借

入金・社債が2,900百万円（前年度末比1,598百万円の増加）となったことによるものでありま

す。 

 

純資産の状況 

 純資産合計は、15,344百万円（前年度末比4,794百万円の増加）となりました。これは主に、

前年度の期末配当812百万円を実施した一方で、四半期純利益5,525百万円を計上したことによる

ものであります。 

 自己資本比率は、当第３四半期連結会計期間末時点で27.7％（前連結会計年度末は24.0％）と

なりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年６月15日に公表いたしました業績予想から変更はありません。 

 第３四半期連結累計期間の実績は、通期の予想と比べ、その進捗率が高くなっておりますが、

これは主に、タックス・リース・アレンジメント事業において、組成したリース事業案件の出資

金を、投資家からの強い需要に応じて、前倒しで販売しているためであり、通期の業績は、現時

点では、概ね、計画通りになると想定しております。 

                           (単位：百万円） 

   
平成27年９月期 

(実績） 
 

平成27年９月期 
(予想） 

（平成27年６月15日公表） 

   
第３四半期 

連結累計期間 
  連結会計年度 

   
平成26年10月１日～ 
平成27年6月30日 

 
平成26年10月１日～ 
 平成27年９月30日 

前期比 

  売上高  12,146   14,281 ＋128.2％ 

 
  
  タックス・リース・ 
   アレンジメント事業 

11,481   13,027 ＋139.3％ 

   その他 665   1,254 ＋ 54.2％ 

  営業利益  8,578   9,493 ＋174.2％ 

 経常利益  8,660   9,490 ＋190.8％ 

 四半期（当期）純利益  5,525   5,925 ＋197.9％ 

 

 リース事業組成金額  205,094   285,000 ＋69.0％ 

 出資金販売額  69,792   77,240 ＋103.8％ 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 平成26年10月に、株式会社ＦＰＧ信託の全株式を取得し、同社を、連結の範囲に含めており

ます。同社は、特定子会社に該当いたします。 

 また、平成27年５月に、持分法適用関連会社であったAMENTUM CAPITAL LIMITEDの株式を追

加取得し、同社を、連結の範囲に含めております。 

(注）株式会社ＦＰＧ信託は、平成26年12月８日付で、ベルニナ信託株式会社より商号変更しております。また、AMENTUM CAPITAL 
LIMITEDは、今後、FPG Amentum Limited に商号変更する予定です。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合

会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年

９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等が平成26年４月１

日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結

会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）

を適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第

44－５項(3)及び事業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過

去の期間のすべてに新たな会計方針を遡及適用した場合の当第３四半期連結累計期間の期首時

点の累積的影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首において、のれんが16百万円減少するととも

に、利益剰余金が16百万円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益及

び経常利益が23百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が32百万円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,092,451 6,632,573 

売掛金 37,602 110,927 

貯蔵品 1,701 5,970 

商品出資金 28,542,101 30,902,500 

組成用不動産 3,403,621 2,305,692 

繰延税金資産 965,673 1,089,694 

差入保証金 2,759,404 5,659,097 

その他 2,476,153 5,381,731 

流動資産合計 42,278,709 52,088,187 

固定資産    

有形固定資産 301,849 347,720 

無形固定資産    

のれん 218,342 1,625,308 

その他 47,267 53,168 

無形固定資産合計 265,610 1,678,476 

投資その他の資産    

繰延税金資産 33,019 40,964 

その他 1,137,228 852,781 

投資その他の資産合計 1,170,247 893,745 

固定資産合計 1,737,706 2,919,942 

繰延資産    

開業費 － 71,956 

繰延資産合計 － 71,956 

資産合計 44,016,416 55,080,086 

負債の部    

流動負債    

買掛金 140,984 209,740 

短期借入金 20,602,390 13,630,100 

コマーシャル・ペーパー － 3,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 758,600 1,615,600 

1年内償還予定の社債 220,000 170,000 

未払法人税等 1,460,861 2,489,381 

前受金 4,404,818 5,139,092 

賞与引当金 97,720 91,918 

受入保証金 1,930,027 5,232,419 

その他 2,353,548 5,044,924 

流動負債合計 31,968,950 36,623,177 

固定負債    

社債 710,000 1,400,000 

長期借入金 591,400 1,500,200 

資産除去債務 73,906 82,884 

その他 122,292 129,236 

固定負債合計 1,497,598 3,112,321 

負債合計 33,466,549 39,735,499 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,072,438 3,081,780 

資本剰余金 3,022,438 3,031,780 

利益剰余金 4,441,133 9,137,307 

自己株式 △358 △643 

株主資本合計 10,535,650 15,250,223 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 － △16 

為替換算調整勘定 14,216 28,440 

その他の包括利益累計額合計 14,216 28,423 

少数株主持分 － 65,939 

純資産合計 10,549,866 15,344,587 

負債純資産合計 44,016,416 55,080,086 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 4,797,313 12,146,626 

売上原価 668,601 1,579,351 

売上総利益 4,128,712 10,567,275 

販売費及び一般管理費 1,392,256 1,988,562 

営業利益 2,736,455 8,578,713 

営業外収益    

受取利息 158,869 286,851 

為替差益 － 8,924 

不動産賃貸料 55,224 105,464 

持分法による投資利益 7,645 210,846 

その他 971 3,662 

営業外収益合計 222,711 615,750 

営業外費用    

支払利息 170,635 213,951 

社債発行費 13,879 － 

株式交付費 26,323 － 

為替差損 2,000 － 

支払手数料 238,868 295,102 

不動産賃貸費用 8,327 24,608 

その他 827 21 

営業外費用合計 460,863 533,684 

経常利益 2,498,303 8,660,779 

特別利益    

固定資産売却益 56 151 

段階取得に係る差益 － 31,481 

特別利益合計 56 31,632 

特別損失    

関係会社株式評価損 345 2,377 

関係会社出資金評価損 1,889 11,469 

固定資産除却損 2,506 2,815 

特別損失合計 4,742 16,662 

税金等調整前四半期純利益 2,493,617 8,675,750 

法人税、住民税及び事業税 949,626 3,274,047 

法人税等調整額 24,037 △123,974 

法人税等合計 973,664 3,150,072 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,519,953 5,525,677 

四半期純利益 1,519,953 5,525,677 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,519,953 5,525,677 

その他の包括利益    

持分法適用会社に対する持分相当額 11,217 6,363 

為替換算調整勘定 － 7,860 

その他有価証券評価差額金 － △16 

その他の包括利益合計 11,217 14,207 

四半期包括利益 1,531,170 5,539,884 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,531,170 5,539,884 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日) 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結 
損益計算書 
計上額 ＦＰＧ ＦＰＧ証券 計

売上高              

外部顧客への売上高 4,639,368 145,801 4,785,169 12,143 4,797,313 － 4,797,313 

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,750 25,803 30,553 － 30,553 △30,553 －

計 4,644,118 171,604 4,815,722 12,143 4,827,866 △30,553 4,797,313 

セグメント利益

又は損失（△）
2,476,857 31,891 2,508,749 △10,446 2,498,303 － 2,498,303 

（注）１．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

２．調整額は、すべてセグメント間取引消去によるものであります。

３．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない「ＦＰＧ投資顧問」セグメントであります。

 

 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日) 

   １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結 
損益計算書 
計上額 ＦＰＧ ＦＰＧ証券 計

売上高              

外部顧客への売上高 11,879,160 191,967 12,071,127 75,499 12,146,626 － 12,146,626

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,560 1,600 6,160 － 6,160 △6,160 －

計 11,883,720 193,567 12,077,287 75,499 12,152,786 △6,160 12,146,626

セグメント利益

又は損失（△）
8,915,038 △8,702 8,906,336 △245,556 8,660,779 － 8,660,779

（注）１．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

２．調整額は、すべてセグメント間取引消去によるものであります。

３．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない「ＦＰＧ投資顧問」、「ＦＰＧ信託」及び「ＡＭＥＮＴ

ＵＭ」セグメントであります。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 前連結会計年度の末日に比べ、「ＦＰＧ証券」セグメントの資産金額は、6,044,913千円増加しております。

これは主に、（流動）差入保証金及びその他の流動資産（主にデリバティブ債権）が増加したことによるもので

あります。 

 前連結会計年度の末日に比べ、「その他」の資産金額は、1,936,522千円増加しております。これは主に、株

式取得により、株式会社ＦＰＧ信託及びAMENTUM CAPITAL LIMITEDを、新たに連結の範囲に含めたためでありま

す。 
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３．報告セグメントの変更に関する事項

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報について、前第３四半期連結累計期間は、

「ＦＰＧ」セグメント以外のセグメントの重要性が乏しく、報告セグメントが一つであり、開示情報としての重

要性が乏しいため、記載を省略しておりましたが、前連結会計年度において、「ＦＰＧ証券」の重要性が増した

ことから、前連結会計年度より、「ＦＰＧ」「ＦＰＧ証券」を報告セグメントとして、記載しております。な

お、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。 

 平成26年10月に信託事業を行う㈱ＦＰＧ信託を連結子会社としたことにより、第１四半期連結会計期間より、

「ＦＰＧ信託」を、事業セグメントとし、また、平成27年５月に持分法適用関連会社であった、航空機アセッ

ト・マネジメント事業を行うAMENTUM CAPITAL LIMITEDを連結子会社としたことにより、当第３四半期連結会計

期間より、「ＡＭＥＮＴＵＭ」を、事業セグメントとしております。「ＦＰＧ信託」及び「ＡＭＥＮＴＵＭ」

は、「その他」に含めております。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

 「その他」において、のれんを、第１四半期連結会計期間に株式会社ＦＰＧ信託を連結子会社としたことに

より、663,897千円、また、第３四半期連結会計期間にAMENTUM CAPITAL LIMITEDを連結子会社としたことによ

り、801,888千円、それぞれ計上しております。 

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 
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